
「
金
沢
の
宿
・
お
い
し
い

朝
ご
は
ん
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

金
沢
市
旅
館
ホ
テ
ル
協
同
組
合

人に優しい地域の宿づくり賞
全旅連　第回



全旅連　第回

　（
努
力
賞
）

し
の
の
め
荘（
兵
庫
県
・

城
崎
温
泉

）

後
藤
　
京
子
さ
ん



外湯めぐりが楽しめる

新
年
の
御
挨
拶

第
　


　

回

誘
客
プ
ラ
ン
の
草
案
提
示

全
旅
連
・
中
小

宿
泊
施
設
対
策
委
　
早
期
完
成
目
指
す


月
の
客
室
利
用

甲
信
越
、北
陸
上
昇

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ａ

宿
泊
税
の
導
入
反
対

宮
城
県
の
旅
館
団
体
が
緊
急
集
会

〝
寅
さ
ん
〟ポ
ス
タ
ー
展

湯
平
温
泉

山
城
屋
　


作
分
を
１
月
末
ま
で
公
開

戦
国
武
将
の
カ
ク
テ
ル
提
供

琵
琶
湖
Ｈ
　
光
秀
を
イ
メ
ー
ジ

新
し
い
ロ
ゴ
マ
ー
ク

３
月
ご
ろ
商
標
登
録
へ

日
本
観
光
施
設
協
会

　
こ
の
欄
は
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活

衛
生
同
業
組
合
連
合
会
主
催
の
第


回
「
人
に
優
し
い
地
域
の
宿
づ
く
り

賞
」
（
厚
生
労
働
省
後
援
）
に
エ
ン

ト
リ
ー
し
、
各
賞
を
受
賞
し
た
、
全

て
の
人
に
優
し
い
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
旅
館
・
地
域
の
先
進
例
を
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
石
川
県
の
金
沢
市
旅
館
ホ
テ
ル
協

同
組
合
は
、
朝
食
メ
ニ
ュ
ー
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
「
金
沢

の
宿
・
お
い
し
い

朝
ご
は
ん
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ

て
い
る
。４
年
目
を
迎
え
た
今
回
は
、

「
日
本
海
の
朝
ご
は
ん
」
を
テ
ー
マ

に
、
地
元
の
海
の
幸
を
中
心
に
し
た

メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
。
ウ
ェ
ブ
で
情
報

発
信
す
る
と
と
も
に
、
顧
客
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
へ
の
投
稿
も
促
し
た
。

　
北
陸
新
幹
線
の
開
業
を
機
に
、
食

を
通
し
て
宿
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し

よ
う
と
開
始
。
こ
れ
ま
で
「
こ
だ
わ

り
の
一
品
」
「
金
沢
の
と
う
ふ
」

「
加
賀
野
菜
」
を
テ
ー
マ
に
行
っ
て

い
る
。

　

年
度
は

月
か
ら
翌
年
２
月
ま

で
の
５
カ
月
間
、
組
合
加
盟
の

軒

が
「
の
ど
黒
一
夜
干
し
」
「
甘
海
老

茶
漬
け
」
「
い
し
る
の
湯
豆
腐
」
な

ど
、
「
日
本
海
―
」
の
テ
ー
マ
に
沿

っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
朝
食
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供
し
た
。

　
組
合
は
こ
れ
ら
の
料
理
の
写
真
を

掲
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
ポ
ス
タ

ー
を
作
成
。
ウ
ェ
ブ
に
も
掲
載
し
、

広
く
情
報
発
信
し
た
。
顧
客
に
向
け

て
も
朝
食
の
写
真
を
撮
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
投
稿
す
る
よ
う
呼
び
掛
け
る
な

ど
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

　
宿
の
調
理
や
営
業
担
当
者
が
集
ま

り
、
試
食
や
料
理
の
研
究
を
行
う

「
朝
ご
は
ん
研
究
会
」も
立
ち
上
げ
。

食
の
満
足
度
を
高

め
よ
う
と
の
意
識

が
一
層
高
ま
っ
て

い
る
。

　
―
―
ま
ず
宿
の
特
徴
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　「
城
崎
に
は『
地
蔵
湯
』

や
『
一
の
湯
』
『
さ
と
の

湯
』
と
い
っ
た
七
つ
の
外

湯
が
あ
り
ま
す
。
当
館
は

街
の
中
心
に
あ
る
の
で
、

城
崎
の
外
湯
め
ぐ
り
を
楽

し
む
の
に
便
利
で
す
」

　
―
―
館
の
浴
場
は
。

　
「
野
趣
あ
ふ
れ
る
巨
岩

が
並
ぶ
岩
風
呂
は
、
当
館

の
名
物
で
す
。も
う
一
つ
、

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
内

風
呂
が
あ
っ
て
、
朝
に
男

女
を
入
れ
替
え
る
の
で
、

両
方
の
お
風
呂
に
入
浴
で

き
ま
す
。
源
泉
掛
け
流
し

の
貸
し
切
り
風
呂
も
備
え

て
お
り
ま
す
」

　
―
―
夕
食
は
ど
ん
な
料

理
で
し
ょ
う
か
。

　
「
今
の
時
期
か
ら
３
月

ま
で
は
カ
ニ
す
き
や
カ
ニ

鍋
が
夕
食
の
中
心
で
す
。

春
は
但
馬
牛
の
料
理
が
メ

イ
ン
。
ほ
か
の

食
材
も
地
産
地

消
を
モ
ッ
ト
ー

に
し
て
お
り
、

白
菜
、
春
菊
、

キ
ュ
ウ
リ
な
ど

の
野
菜
は
自
家

菜
園
で
作
っ
た

も
の
を
使
っ
て

い
ま
す
。
お
米

や
シ
イ
タ
ケ
な

ど
は
近
く
の
農

家
か
ら
仕
入
れ

て
い
ま
す
」

　
―
―
サ
ー
ビ
ス
面
で
の

特
徴
は
。

　
「
年
配
の
方
や
車
い
す

利
用
者
が
年
々
増
え
て
い

る
の
で
、
３
年
前
に
バ
リ

ア
フ
リ
ー
対
応
の
部
屋
を

２
室
造
り
ま
し
た
。
城
崎

の
旅
館
は
ほ
と
ん
ど
そ
う

な
の
で
す
が
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
が
設
置
で
き
な
い
の

で
、
２
部
屋
と
も
１
階
に

あ
り
ま
す
」

　
「

部
屋
と
小
さ
な
旅

館
で
す
の
で
、
お
出
迎
え

の
時
に
は
『
お
帰
り
な
さ

い
』
と
声
を
か
け
る
な
ど

家
庭
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
心

が
け
て
い
ま
す
」

　
―
―
客
層
の
中
心
は
。

　「
今
は
忘
年
会
の
団
体
、

３
月
ご
ろ
は
学
生
の
卒
業

旅
行
、夏
は
家
族
連
れ
と
、

時
期
に
よ
っ
て
か
な
り
異

な
っ
て
い
ま
す
」

　
―
―
外
国
人
客
は
泊
ま

り
に
来
ま
す
か
。

　
「
タ
イ
の
テ
レ
ビ
局
が

城
崎
を
取
材
し
た
関
係
か

ら
タ
イ
の
お
客
さ
ま
が
多

い
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
や
イ

タ
リ
ア
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
方
も
多
い
で
す
ね
」

　【
１
泊
２
食
付
き
１
人
、

１
万
５
千
円
か
ら
（
税

別
）
】

　
２
０
１
９
年
に
亡
く
な
り
、
今

も
な
お
惜
し
ま
れ
て
い
る
樹
木
希

林
さ
ん
や
八
千
草
薫
さ
ん
が
温
泉

宿
に
残
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
「
週

刊
新
潮
」
２
０
２
０
年
新
春
号

（

月

日
発
売
）
に
つ
づ
り
ま

し
た
。

　
樹
木
希
林
さ
ん
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
三
部
作
で
人
気
を
博

し
、
後
に
映
画
や
舞
台
に
も
な
っ

た
「
夢
千
代
日
記
」
で
の
撮
影
秘

話
で
す
。
原
爆
で
被
爆
し
た
主
人

公
・
夢
千
代
は
吉
永
小
百
合
さ
ん

が
好
演
。
ド
ラ
マ
に
ア
ク
セ
ン
ト

を
与
え
る
コ
ケ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
演

技
で
樹
木
希
林
さ
ん
が
存
在
感
を

出
し
て
い
ま
す
。
　

　
撮
影
は
兵
庫
県
湯
村
温
泉
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
湯
村
温
泉

観
光
協
会
長
だ
っ
た
朝
野
繁
さ
ん

が
ロ
ケ
地
に
誘
致
し
た
こ
と
も
あ

り
、
出
演
者
と
ス
タ
ッ
フ
は
朝
野

家
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
湯

村
温
泉
に
は
樹
木
希
林
さ
ん
の
率

直
な
人
柄
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る

秘
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
八
千
草
薫
さ
ん
の
滞
在
秘
話

は
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
作
家
・
川

端
康
成
の
代
表
作
を
昭
和

年
に

映
画
化
し
た
「
雪
国
」
で
の
話
を

書
き
ま
し
た
。
語
っ
て
下
さ
っ
た

の
は
新
潟
県
越
後
湯
沢
温
泉
雪
国

の
宿
高
半
の
大
女
将
・
高
橋
は
る

み
さ
ん
で
す
。

　
は
る
み
さ
ん
は
、
新
潟
県
女
将

の
会
の
会
長
を
３
期
務
め
ら
れ
、

新
潟
の
女
将
の
顔
で
も
あ
り
ま

す
。
川
端
康
成
が
滞
在
し
た
様
子

も
語
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
方

で
あ
り
、
映
画
「
雪
国
」
の
撮
影

の
時
は

歳
、
小
学
校
４
年
生
だ

っ
た
そ
う
で
す
。

　
ま
た
高
半
に
は
八
千
草
薫
さ
ん

の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
写
真
も
残
っ
て

い
ま
し
た
。
楚
々
と
し
た
女
優
と

し
て
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
違
う
、
快

活
な
装
い
の
か
わ
い
ら
し
い
八
千

草
さ
ん
が
い
ま
し
た
。
　

　
「
撮
影
中
は
、
風
邪
を
引
か
な

い
よ
う
に
と
ス
タ
ッ
フ
も
役
者
さ

ん
も
、
み
ん
な
ニ
ン
ニ
ク
を
よ
く

食
べ
て
い
ま
し
た
。
八
千
草
さ
ん

も
召
し
上
が
っ
て
い
ま
し
た
よ
」

（
は
る
み
さ
ん
）
。
撮
影
は
ハ
ー

ド
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
八
千
草
薫
さ
ん
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

は
、
長
野
県
上
諏
訪
温
泉
布
半
に

も
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
美
空

ひ
ば
り
、
石
原
裕
次
郎
、
島
倉
千

代
子
、
宇
野
重
吉
、
三
船
敏
郎
、

笠
智
衆
、
三
崎
千
恵
子
と
名
だ
た

る
方
々
が
滞
在
し
て
い
ま
す
。「
週

刊
新
潮
」に
は
、２
０
１
９
年

月

に
生
誕
１
１
０
年
を
迎
え
、取
材

の
鬼
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
松
本
清

張
の
姿
を
描
き
ま
し
た
。

　
「
週
刊
新
潮
」
の
特
別
読
み
物

で
は
、
こ
れ
ま
で
何
度
と
な
く
、

温
泉
宿
で
の
著
名
人
の
滞
在
の
様

子
を
つ
づ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
昭
和
の
宰
相
で
あ
る
吉
田
茂
、

岸
信
介
、
中
曽
根
康
弘
、
池
田
勇

人
、
大
平
正
芳
、
福
田
赳
夫
、
田

中
角
栄
。
文
豪
は
夏
目
漱
石
、
林

芙
美
子
、
川
端
康
成
、
開
高
健
。

映
画
監
督
の
黒
澤
明
。
ス
タ
ー
で

は
美
空
ひ
ば
り
、
石
原
裕
次
郎
、

高
倉
健
、
夏
目
雅
子
な
ど
、
日
本

人
な
ら
誰
も
が
知
る
人
物
の
宿
で

の
滞
在
秘
話
を
取
材
す
る
た
び
に

思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
は
温
泉
に
漬
か
れ
ば
誰
も

が
ほ
っ
と
し
、
つ
い
素
顔
を
さ
ら

し
て
し
ま
う
こ
と
。
普
段
着
け
て

い
る
よ
ろ
い
を
脱
ぐ
場
で
あ
る
と

い
う
こ
と
。
す
な
わ
ち
温
泉
が
比

類
を
見
な
い
、
価
値
あ
る
場
所
だ

と
い
う
証
し
で
す
。
そ
の
役
割
は

変
え
難
く
、
な
く
し
て
は
い
け
な

い
。

　
数
多
く
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
物
語

を
生
ん
で
き
た
温
泉
地
や
宿
の
魅

力
を
紡
ぎ
、
多
く
の
人
に
そ
の
価

値
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
な

ら
、
き
っ
と
宿
泊
産
業
の
お
役
に

立
つ
の
で
は
な
い
か
。
１
泊
２
食

の
宿
泊
料
金
と
い
う
名
目
だ
け
で

な
く
、
温
泉
文
化
を
支
え
る
旅
館

が
存
続
す
る
た
め
の
料
金
で
あ
る

こ
と
を
多
く
の
方
に
理
解
し
て
も

ら
う
。
そ
れ
が
私
に
で
き
る
仕
事

だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
本
年
も
宿
泊
産
業
の
皆
さ
ま
、

観
光
業
界
の
応
援
団
で
あ
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
微
力
な
が

ら
、
お
役
に
立
て
れ
ば
う
れ
し
い

で
す
。　（
温
泉
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

　
　
　
　
　
　
　
※
月
２
回
掲
載

地　域 ％ 増減 地　域 ％ 増減

北海道 ． －． 北　陸 ． ．

東　北 ． －． 近　畿 ． －．

関　東 ． －． 中　国 ． －．

甲信越 ． ． 四　国 ． ．

東　海 ． －． 九　州 ． －．

月　地域別客室利用率

出所　全日本シティホテル連盟

（２５） 第３０１５号第３種郵便物認可２０２０年（令和２年）１月１日（水曜日）

緊
急
集
会
で
気
勢
を
挙
げ
る

宮
城
県
の
旅
館
団
体

　
日
本
観
光
施
設
協
会
（
幾

世
英
夫
会
長
＝
京
都
府
・
橋
立
大
丸
）
は

月
３
日
、
東

京
の
チ
サ
ン
ホ
テ
ル
浜
松
町

で
理
事
会
を
開
き
、
現
在
推

進
中
の
令
和
元
年
度
事
業
に

つ
い
て
協
議
し
た
。
加
盟
施

設
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
新
た
な

ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
現
在
、
商
標

登
録
の
申
請
中
で
、
３
月
ご

ろ
に
登
録
決
定
の
見
込
み
。

決
定
後
、
会
員
施
設
に
マ
ー

ク
の
デ
ー
タ
を
配
布
し
、
宣

伝
な
ど
で
有
効
活
用
し
て
も

ら
う
。

　
こ
の
ほ
か
会
員
拡
大
に
向

け
て
の
具
体
的
な
取
り
組
み

を
協
議
。
多
発
す
る
自
然
災

害
や
消
費
増
税
、
ポ
リ
袋
有

料
化
の
影
響
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
た
。

　
大
分
県
湯
平
温
泉
の
旅
館

山
城
屋
（
二
宮
謙
児
代
表
）

は

月

日
、
国
民
的
映
画

「
男
は
つ
ら
い
よ
」
の
ポ
ス

タ
ー
展
を
開
始
し
た
。
１
階

廊
下
や
地
下
ラ
ウ
ン
ジ
な
ど

に
第
１
作
か
ら
第

作
ま
で

の
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
す
る
。

入
場
無
料
。１
月

日
ま
で
。

　
２
０
１
９
年
は
、第
１
作

公
開
か
ら

周
年
を
迎
え
、


月

日
か
ら
第

作「
男

は
つ
ら
い
よ
　
お
帰
り
寅
さ

ん
」が
公
開
。同
温
泉
は
、第


作
の
ロ
ケ
地
と
し
て
も
知

ら
れ
る
。ポ
ス
タ
ー
展
は
映

画
公
開
記
念
と
し
て
開
催
さ

れ
て
い
る
。火
、水
曜
休
館
。

　
二
宮
代
表
は
、
男
は
つ
ら

い
よ
シ
リ
ー
ズ
の
フ
ァ
ン
と

し
て
、

年
前
か
ら
作
品
に

関
連
す
る
ポ
ス
タ
ー
や
グ
ッ

ズ
を
収
集
し
て
き
た
。
「
主

演
で
あ
る
渥
美
清
さ
ん
の
生

前
最
後
の
作
品
と
な
っ
た
第


作
ま
で
を
展
示
し
て
い

る
。
家
族
の
温
か
さ
が
伝
わ

る
素
晴
ら
し
い
映
画
を
ポ
ス

タ
ー
で
振
り
返
っ
て
ほ
し

い
」と
来
館
を
呼
び
掛
け
る
。

　
訪
日
客
向
け
に
英
語
の
説

明
文
も
添
え
ら
れ
て
い
る
。
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
シ
リ
ー

ズ
の
ポ
ス
タ
ー
を

枚
展
示

　
琵
琶
湖
ホ
テ
ル
（
滋
賀
県

大
津
市
）
は
、
県
の
観
光
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
「
戦
国
ワ
ン
ダ

ー
ラ
ン
ド
滋
賀
・
び
わ
湖
」

に
合
わ
せ
、
１
月
６
日
か
ら

２
月

日
ま
で
、
「
戦
国
武

将
カ
ク
テ
ル
」を
提
供
す
る
。

初
の
試
み
。

　
ま
ず
、
明
智
光
秀
の
家
紋

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
カ
ク
テ
ル「
水
色
桔
梗

き
き
ょ
う

」

＝
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
＝
を
２

階
の
バ
ー
「
ベ
ル
ラ
ー
ゴ
」

で
提
供
。

　
家
紋
型
に
し
た
レ
モ
ン
を

添
え
、植
物
の
花
び
ら
を
乾

燥
さ
せ
た
ハ
ー
ブ
、バ
タ
フ

ラ
イ
ピ
ー
で
水
色
を
表
し

た
。「
ト
ニ
ッ
ク
を
注
ぐ
と
色

味
が
変
化
。本
能
寺
の
変
に

至
る
光
秀
の
信
長
に
対
す
る

心
変
わ
り
を
表
現
し
た
」と

い
う
。価
格
は
１
８
０
０
円
。

　
今
後
も
定
期
的
に
戦
国
に

ま
つ
わ
る
カ
ク
テ
ル
を
企
画

す
る
。

　
光
秀
を
主
人
公
に
し
た
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が

く
る
」
。
大
津
市
は
明
智
一

族
の
菩
提
寺
「
西
教
寺
」
が

あ
り
、
光
秀
を
語
る
上
で
欠

か
せ
な
い
都
市
の
一
つ
。
放

送
を
契
機
に
、
県
を
訪
れ
る

人
も
増
え
そ
う
だ
。

　
全
日
本
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
連

盟
（
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ａ
、
清
水
嗣
能

会
長
）
が

月

日
に
発
表

し
た
会
員
ホ
テ
ル
の

月
の

全
国
平
均
客
室
利
用
率
は


・
７
％
で
、
前
年
同
月
比
１

・
９
㌽
減
だ
っ
た
。
調
査
は

２
３
６
会
員
ホ
テ
ル
の
う
ち

１
２
３
軒
か
ら
回
答
を
得

た
。

　
地
域
別
で
の
利
用
率
の
ト

ッ
プ
は

・
０
％
の
関
東
。

次
い
で
、
・
６
％
の
北
陸
、


・
４
％
の
近
畿
な
ど
。

　
前
年
同
月
比
で
利
用
率
が

上
が
っ
た
の
は
、
４
・
２
㌽

増
の
甲
信
越
、

２
・
８
㌽
増
の

北
陸
、
０
・
９

㌽
増
の
四
国
の

三
つ
。

　
一
方
、利
用

率
が
低
か
っ
た

地
域
は
、
・
４

％
の
東
北
、
・

４
％
の
北
海

道
、
・
５
％
の

四
国
な
ど
。

　
前
年
同
月
比

で
利
用
率
が
下

が
っ
た
の
は
、

３
・
４
㌽
減
の

東
海
と
中
国
、

３
・
２
㌽
減
の

近
畿
な
ど
。

　
宮
城
県
が
、
観
光
振
興
財

源
と
な
る
宿
泊
税
の
導
入
に

必
要
な
条
例
改
正
案
を
２
月

の
県
議
会
に
提
案
す
る
方
向

で
調
整
に
入
っ
た
こ
と
か

ら
、
宮
城
県
ホ
テ
ル
旅
館
生

活
衛
生
同
業
組
合
（
佐
藤
勘

三
郎
理
事
長
）
、
日
本
旅
館

協
会
東
北
支
部
連
合
会
宮
城

県
支
部
（
同
支
部
長
）
、
み

や
ぎ
お
か
み
会
（
阿
部
憲
子

会
長
）
の
３
団
体
が

月


日
、
反
対
緊
急
集
会
を
仙
台

市
の
仙
台
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

で
開
催
。
業
界
関
係
者
ら
約

１
３
０
人
が
参
加
し
た
会
場

に
は
、〝
宿
泊
税
導
入
反
対
〟

の
横
断
幕
を
掲
げ
、
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
で
気
勢
を
あ
げ

た
。

　
緊
急
集
会
で
佐
藤
氏
が
、

既
に
税
を
導
入
し
て
い
る
東

京
都
、
大
阪
府
、
京
都
市
、

金
沢
市
、
倶
知
安
町
（
北
海

道
）
と
の
導
入
前
の
背
景
の

違
い
を
挙
げ
、
税
の
導
入
反

対
を
説
明
。
佐
藤
氏
は
「
徴

税
目
的
が
不
明
確
で
あ
り
、

な
ぜ
宿
泊
業
界
だ
け
が
新
税

を
担
う
の
か
。
こ
れ
ま
で
の

観
光
関
連
事
業
に
対
す
る

『
検
証
と
精
査
』
は
行
わ
れ

た
の
か
疑
問
が
あ
る
。ま
た
、

県
が
示
す
必
要
と
さ
れ
る
予

算
は
、
原
価
積
み
上
げ
方
式

を
採
用
し
て
い
る
点
に
問
題

が
あ
る
」
と
指
摘
。
安
易
な

宿
泊
税
あ
り
き
に
異
論
を
唱

え
た
。

　
県
は
国
の
東
北
観
光
復
興

対
策
交
付
金
が
終
了
す
る
２

０
２
１
年
４
月
か
ら
の
導
入

を
目
指
す
考
え
だ
。
具
体
的

な
税
額
を
検
討
し
て
き
た
県

観
光
振
興
財
源
検
討
会
議

（
田
中
治
会
長
・
同
志
社
大

教
授
）
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
目
的

の
旅
行
者
を
含
む
観
光
客
か

ら
１
人
１
泊
１
０
０
円
か
ら

５
０
０
円
ま
で
の
５
案
を
示

し
、
条
例
の
施
行
後
５
年
ご

と
に
制
度
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の

答
申
案
を
と
り
ま
と
め
て
い

る
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
は
道
半
ば
で
あ
り
、
２
０

１
９
年
の
台
風

号
で
県

南
、
県
北
で
甚
大
な
被
害
が

発
生
。
観
光
業
の
営
業
が
危

機
に
瀕
し
て
い
る
現
況
に
あ

り
、
綿
密
な
検
証
の
必
要
性

が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛

生
同
業
組
合
連
合
会
（
全
旅

連
）
の
中
小
宿
泊
施
設
観
光

総
合
対
策
委
員
会
（
井
上
善

博
委
員
長
＝
福
岡
県
・
六
峰

舘
）
は

月
４
日
、
東
京
の

全
国
旅
館
会
館
で
第
６
回
委

員
会
を
開
い
た
。
委
員
会
が

選
定
し
た
３
カ
所
の
「
賑に

ぎ

わ

い
観
光
創
造
モ
デ
ル
地
区
」

に
つ
い
て
、
誘
客
の
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
の
草
案
を
提

示
。
各
地
区
や
委
員
の
意
見

を
踏
ま
え
た
上
で
、
正
式
な

プ
ラ
ン
を
早
期
に
作
成
す

る
。

　
事
業
は
全
国
の
観
光
地
の

誘
客
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
各
地

の
中
小
宿
泊
施
設
の
活
性
化

を
目
指
す
取
り
組
み
。
参
画

す
る
観
光
地
を
募
っ
た
と
こ

ろ
、

地
区
が
応
募
し
、
秋

田
県
男
鹿
温
泉
郷
（
男
鹿

市
）
、
群
馬
県
四
万
温
泉

（
中
之
条
町
）
、
熊
本
県
内

牧
温
泉
（
阿
蘇
市
）
の
３
カ

所
が
選
定
さ
れ
た
。

　
委
員
会
は
現
地
視
察
を
通

し
て
各
地
区
の
セ
ー
ル
ス
ポ

イ
ン
ト
や
問
題
点
を
把
握
。

そ
れ
に
基
づ
く
誘
客
に
向
け

た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
草

案
を
こ
の
日
ま
で
に
作
成
し

た
。

　
草
案
は
各
地
区
が
持
ち
帰

り
、
ア
レ
ン
ジ
す
る
な
ど
し

て
１
月
９
日
に
開
く
第
７
回

委
員
会
に
提
示
。
委
員
ら
の

意
見
を
踏
ま
え
た
上
で
、
プ

ラ
ン
の
早
期
完
成
を
目
指

す
。


